
平成 29年度事業報告書 

 [１] 研修セミナー（フォーラム’80） 

  官庁、政府系機関、民間企業を中心に各団体から派遣される中堅幹部職員を対象に

として、内外の学者、専門家等を講師に招聘し、我が国経済社会における次代の後継

者を育成することを目的とした研修セミナー（フォーラム’８０）を実施した。 

（１） 開講状況（平成 27 年度からの継続を含む） 

      第 77 期 ： 開講日         平成 28 年 12 月 8 日 

              終講日         平成 29 年 10 月 12 日 

※ 修了後、第 77 期生会を結成し、定例研究会その他自主活動を 

行なっている。 

第 78 期 ： 開講日         平成 29 年 5 月 16 日 

                 終講日         平成 30 年 3 月 6 日 

※ 修了後、第 78 期生会を結成し、定例研究会その他自主活動を 

行なっている。 

第 79 期 ： 開講日         平成 29 年 12 月 7 日                

※  現在受講中 

（２）   講師･テーマ一覧（本年度実施分のみ掲載、役職は当時、敬称略） 

<第 77 期> 

月／日 講   師   名 役     職 テ   ー   マ 

29.4.13 野 田 健太郎 
立教大学大学院 

教 授 

事業継続マネジメントによる企業価値

向上に向けて 

4.20 伊 藤 数 子 
東京オリンピック・パラリンピ

ック組織委員会 顧問 
ユニバーサルコミュニケーションの実現

に向けて 

4.27 竹 中 治 堅 
政策研究大学院大学 

教 授 

日本政治の系譜と今後の展望-21 世紀

における日本- 

5.18 岡 本 智 洋 
元 TFK 社長 JAL の経営破綻と復活～最近の航空業

界の流れと展望 

5.25 入 柿 秀 俊 JICA 
理 事 

アジア～日本の援助とこれからの課題

～ 

6. 1 松 原 眞 樹 
㈱ KADOKAWA 
社 長 

日 本 の ｴ ﾝ ﾀ ﾃ ｲ ﾝ ﾒ ﾝ ﾄ 業 界 の 未 来

（KADOKAWA モデルの未来） 

6. 8 中 島 英 也 
㈱SCSK ｻｰﾋﾞｽｳｪｱ執行役員 
統括（経営企画） 

D-SAT ﾘﾀﾞｸｼｮﾝ－不満の削減－ 

6.13 渥 美 堅 持 
東京国際大学 
名誉教授 

イスラーム世界をどう見るか 

6.22 加 地 伸 行 
大阪大学 

名誉教授 

儒教と現代 

7. 6 田 中 伸 男 
笹川平和財団会長、前国際エ
ネルギー機関（IEA）事務局長 

嵐の中のエネルギー戦略 

7.13 遠 藤 信 博 
NEC 

代表取締役会長 

企業経営について 

7.20 平 野 克 己 
JETRO アジア経済研究所 

理事 

アフリカ情勢の見方 
－Japan will return？－ 

 



月／日 講  師  名 役     職 テ   ー   マ 

8.24 森  亮 二 
流山市議会 
議 員 

自公政権下で求められる国と地方の関

係 

8.31 塚 田 信 吾 
NTT 物性科学基礎研究所 

上席特別研究員 

センシングウェア hitoe の挑戦 

9.21 柴 田 明 夫 
㈱資源・食糧問題研究所 

代 表 

最近の資源・エネルギー情勢と食糧問題 

10.5 山 田 隆 持 
㈱ NTT ドコモ 顧問 

総合研究フォーラム会長 

経営とリーダーシップ/大災害が発生し

た時に取り組むべき事 

10.12 終   講  式 

＜第 78 期＞ 

月／日 講  師  名 役     職 テ   ー   マ 

29.5.16 開   講   式 

5.23 呉  忠 根 
元 帝京大学 
教 授 

最近の朝鮮半島情勢 

5.31 加 地 伸 行 
大阪大学 
名誉教授 

儒教と現代 

6. 1 松 原 眞 樹 
㈱KADOKAWA 

代表取締役社長 

日本のｴﾝﾀﾃｲﾒﾝﾄ業界の未来 

6.13 渥 美 堅 持 
東京国際大学 
名誉教授 

イスラーム世界をどう見るか 

6.22 加 地 伸 行 
大阪大学 
名誉教授 

儒教と現代 

7.6 田 中 伸 男 
笹川平和財団会長 前国際エ
ネルギー機関（IEA）事務局長 

嵐の中のエネルギー戦略 

7.13 遠 藤 信 博 
NEC 

代表取締役会長 

企業経営について 

7.18 八 塚  哲 
外務省 
総合政策局外交政策調整官 

トランプ政権と日米関係 

9.19 野 口 秀 行 
ノースアジア大学 

教 授 

トランプ政権とネオコン 

10. 3 及 川 智 正 
㈱ 農業総合研究所 CEO 

東京農大非常勤講師 

物流×IT～新しい農産物流通について

～ 

10.17 半 谷 栄 寿 
一般社団法人あすびと福島代

表理事 

福島、復興への道 

10.31 岡 田  勝 
外務省 外交政策調整官 

神戸外大 客員教授 

最近の中国情勢と日中関係 

  11. 7 中 島 英 也 
㈱SCSK ｻｰﾋﾞｽｳｪｱ執行役員 
統括（経営企画） 

D-SAT ﾘﾀﾞｸｼｮﾝ－不満の削減－ 

11.14 今 西 光 男 
ジャーナリスト 安倍政権とメディア（仮） 

11.21 竹 中 治 堅 
政策研究大学院大学 

教 授 

日本政治の系譜と今後の展望-21世紀に

おける日本- 

 

 

 

 

 



月／日 講  師  名 役     職 テ   ー   マ 

11.28 吉 武 博 通 
筑波大学 

名誉教授 

大学を取り巻く状況と真の改革に向け

た課題 

 12. 5 佐 藤 久 夫 
京産大日本科学未来館お台場
ｻﾃﾗｲﾄﾗﾎﾞ客員研究員 

生命科学と社会：「焦点は二つ」 

12.14 薮 中 三 十 二 
元外務事務次官 
立命館大学特別招聘教授 

最近の国際情勢と日本外交について 

12.19 渡 部 潤 一 
国立天文台 
副台長 

星空浴のすすめ 

30.1.18 曽 我  弘 
（社）カピオンエデュケーシ
ョンズ  理事長 

革新的起業家養成プログラム -GTE か

ら DECA へ-  

1.23 高 坂 哲 郎 
日本経済新聞社 
編集局国際ｱｼﾞｱ部 編集委員 

北朝鮮情勢と日本の課題 

2. 6 吉 田  平 
ビィー・トランセホールディン

グス 代表取締役 

『成田空港高速バス物語：ｲﾝﾌﾗ産業にお

ける逆風下の需要創造』 

2.13 船 曳 建 夫 
東京大学 
名誉教授 

日本文明の人類に対する貢献 

2.20 橋 本 久 義 
政策研究大学院大学 
名誉教授 

2018 年の日本経済を展望 

2.27 山 田 隆 持 
㈱ NTT ドコモ 顧問 

総合研究フォーラム会長 
経営とリーダーシップ/大災害が発生した
時に取り組むべき事 

3. 6 終   講   式 

＜第 79 期＞ 

月／日 講  師  名 役     職 テ   ー   マ 

29．12.8 開   講   式 

12.14 薮 中 三 十 二 
元外務事務次官 
立命館大学特別招聘教授 

最近の国際情勢と日本外交について 

30.1.18 曽 我  弘 
（社）カピオンエデュケーシ
ョンズ  理事長 

革新的起業家養成プログラム -GTE か

ら DECA へ-  

2. 8 岡 田  勝 
外務省 外交政策調整官 

神戸外大 客員教授 

最近の中国情勢と日中関係 

2.15 舘  逸 志 
地域活性学会副会長 
元内閣審議官 

2018 年経済展望 

2.22 柴 田 明 夫 
㈱資源・食糧問題研究所 

代 表 

最近の資源・エネルギー情勢と食糧問題  

3. 1 加 藤 庸 子 
藤田保健衛生大学 

医学部 教授 

「手術上は正念場」:全力を出す、ｽｰﾊﾟ

ｰﾄﾞｸﾀｰ脳神経外科医が語る！ 

3. 8 小 林 宏 之 
元 日本航空㈱ 

機 長  

危機管理 

3.15  野 田 健太郎 
立教大学大学院 

教 授 

事業継続マネジメントによる企業価値

向上に向けて 

3.22 森  亮 二 
流山市議会 
議 員 

自公政権下で求められる国と地方の関

係 

（３）見学会・合宿・その他活動 

①  期    日 平成 29 年 5 月 12 日（金） 

視察、訪問先等 NTT 武蔵野研究開発センタ 



 [２]  国際交流 

（１）平成 29 年 9 月第 38 回海外研修団を組織し、総勢 43 名でベトナム、ミャンマ

ー、タイ、フィリピンを訪問した。概要は次の通り（所属肩書などは当時）。 

①   期    間 平成 29 年 9 月 5 日～9月 15 日 

②    団    長 恩 田  宗 氏 一般社団法人総合研究フォーラム業務執行理事 

③  チームリーダー 石 山 健 太 郎 氏 有限責任監査法人トーマツ 

同   上 仁 木 一 秀 氏 有限責任あずさ監査法人 

同   上 今 津  悟 氏 月島テクノメンテサービス 株式会社 

同   上 志 水 信 哉 氏 NTT ブロードバンドプラットフォーム株式会社 

④  報告書編集長 渡 邉 佳 隆 氏 東日本旅客鉄道 株式会社 

同   上 東 島 正 大 氏 株式会社 三井住友銀行 

編集委員 石 井 寛 人 氏 日本電信電話 株式会社 

同 上 島 田 絹 子 氏 NTT ブロードバンドプラットフォーム株式会社 

同 上 外 門 直 之 氏 東日本高速道路 株式会社  

同 上 長 柴 淑 恵 氏 日本通運 株式会社 

同 上 中  村  健 太 郎 氏 三井住友カード 株式会社 

  同 上 西 口 孝 広 氏 株式会社ＮＴＴドコモ 

⑤  主な訪問地 
マニラ（フィリピン）、ヤンゴン（ミャンマー）、ハノイ（ベトナム）、バ

ンコク（タイ） 

⑥  訪問地別主要行事（肩書きなどは当時、面会訪問順） 

マ ニ ラ 

 

・石川大使講話 

・藤井日本人商工会議所副会頭講話 

・冨川フレンド日本会長講話並びに見学 

ヤンゴン 
・樋口大使講話 

・ 梁井ティラワ工業団地 CEO 講話並びに見学 

・ 坂井 JICA ヤンゴン事務所次長講話 

・ J&M スチールソリューション社見学 

ハ ノ イ 
・梅田大使講話 

・ チャン社会科学院ベトナム経済研究所長講話 

・ 日機装ベトナム工場見学 

バンコク 

 

・佐渡島大使、多田、水上書記官講話 

・バンチット泰日工業大学学長講話 

・井上 JCC 専務理事講話 

・今西キャピタルノムラセキュリティーズ社長講話 

 

（２）研修セミナー参加者を中心に国際交流にかかる研究会を催した＜敬称略＞ 

月 ／ 日 講 師 名 役    職 テ ー マ 

29.8.29 小 林 英 夫 
早稲田大学 

名誉教授 

東南アジアの経済発展と日本-過去、現

在、未来- 

29.9.28 田 中 秋 人 
元 イオン㈱中国総代表 
㈱アジア戦略本部 社長 

アジアでの仕事を通じて思うこと 



[３]  政策研究 

昨年度に引き続き研修セミナー参加者を中心に研究会を催した＜敬称略＞。 

月 ／ 日 講 師 名 役    職 テ ー マ 

29.6.6 岩 田 清 文 
元 防衛省 
陸上幕僚長 

国際環境の変化と我が国の防衛力-陸自

の現状と将来- 

10.10 田 村 耕 一 
徳島経済同友会代表幹事 
徳島経済研究所 顧問 

魅力あるまちづくり～徳島の挑戦～ 

12.21 岩 田 清 文 
元 防衛省 
陸上幕僚長 

国際環境の変化と我が国の防衛力-陸自

の現状と将来- 

30.1.30 吉 田 恵 一 
東京電力ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱ 
執行役員組織・労務人事室長 

エネルギー問題と電気事業を巡る諸

課題 

 施設見学研修を下記の通り開催した。 

 

① 

期    日 平成 29 年 7 月 21 日（金）～22 日（土） 

視察、訪問先等 
長野・金沢特別研修＜長野新幹線車両センター、日機装・金沢製作所見学、

水谷石川県誘客戦略課長講話「最近の北陸経済の動向と課題」＞ 

②  期     日 平成 29 年 8 月 25 日（金）～26 日（土） 

視察、訪問先等 陸上自衛隊富士総合火力演習 

③  

期     日 平成 29 年 10 月 27 日（金）～28 日（土） 

視察、訪問先等 

九州特別研修＜北九州市諸事業についての講話：海外水ビジネス（上下水道

局窪田氏）、地方創生計画（企画調査局柴田氏）、フィルムコミッション（重

岡氏）。北九州エコタウン見学＞＜福岡･山口油屋福太郎社見学、九州経済調

査会訪問、九州経済の概況について講話＞ 

④  期    日 

 

視察、訪問先等 

平成 29 年 12 月 8 日（金）～9日（土） 

徳島経済産業視察研修＜大塚製薬の企業理念と社会貢献（大塚国際美術館田

中常務理事）、徳島地域創生事業（田村徳島経済同友会）、伝統産業の「藍」

産業ほか視察＞ 

⑤  期     日 平成 30 年 2 月 2 日（金）～3 日（土） 

視察、訪問先等 東京電力柏崎刈羽原子力発電所 

⑥  期     日 平成30年3月9日（金）～10日（土） 

視察、訪問先等 

北海道特別研修＜東日本高速道路北海道横断自動車道小樽周辺工事現場視

察、陸上自衛隊北部方面隊田浦総監講話並びに部隊見学、航空自衛隊千歳基

地見学／寺﨑司令講話他） 

 

  


